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’■ 昭和43年度予算決る6L

昭
和
四
十
三
年
度

の
市
の
予
算
案
な
ど

を
審
議
す
る
、
三
月

定
例
市
議
会
は
、
三

月
十
一
日
か
ら
十
八

日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
審
議
さ
れ
た
議

案
は
、
昭
和
四
卜
三

年
度
の
一
般
会
計
、 織

蕊
職

特
別
会
計
、
昭
和
四
十
二
年
度

の
補
正
予
算
、
そ
の
他
条
例

改
正
な
ど
十
九
件
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
ｈ
可
決
ざ
れ
ま
－
た

。
可
決
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算

総
和
は
七
億
二
千
六
百
六
十
六

万
六
千
円
、
特
別
会
計
予
算
総

網
九
千
五
百
三
十
万
八
千
円
、

本
年
度
よ
り
水
道
事
業
会
計
と

し
て
五
干
三
百
八
十
七
万
三
千

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
昨
年
度
に
比
較
し
ま
す
と
、

一
般
会
計
が
三
六
・
三
妬
、

特
別
会
計
が
二
一
・
七
％
の

増
加
を
示
し
、
市
制
施
行
以
米

最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
新
年
度
の
予
算
上

程
に
あ
た
り
大
要
次
の
よ
う
な

所
信
を
ひ
れ
き
し
ま
し
た
。

本
日
、
こ
こ
に
、
三
月
定
例

市
議
会
を
開
会
し
、
昭
和
四
十

三
年
度
予
算
案
、
な
ら
び
に
各

種
重
要
議
案
の
ご
審
議
を
お
願

い
す
る
に
あ
た
り
、
新
年
度
に

処
す
る
所
信
と
施
政
の
大
綱
を

申
し
述
べ
、
各
位
の
暖
か
い
ご

批
判
と
ご
教
示
を
お
願
い
す
る

次
矛
で
あ
り
ま
す
。

予
算
の
編
成
方
針

昭
和
帽
年
度
の
予
算
編
成
に

さ
い
し
ま
し
て
は
、
国
の
予
算

編
成
方
針
で
あ
る
景
気
の
抑
制

策
と
し
て
財
政
規
模
の
抑
制
、

公
債
依
存
度
の
引
下
げ
、
総
合

予
算
主
義
の
採
用
、
税
制
の
改

正
、
施
策
の
重
点
化
、
既
定
経

費
の
整
理
更
新
、
行
政
経
費
の

節
減
等
を
行
う
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
編
成
を
行
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

当
市
の
方
針
も
国
の
方
針
に

則
り
、
本
市
の
後
進
性
を
脱
却

す
べ
く
積
極
的
大
型
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。
っ
て
、
税
収
の
伸
長
に
多
く
を

期
待
す
る
こ
と
は
‐
ま
こ
と
に

総
予
算
規
模
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
固
定
資

八
億
八
千
万
円
産
税
に
お
い
て
日
本
加
工
製
紙

の
工
場
贈
設
に
よ
り
相
当
の
増

す
諏
鑑
唖
謝
罪
蔀
辨
朴
源
裸
醗
叫
を
帳
嘩
魎
匡
埜
吋
壷
嶢
踵
軸

畦
や
岬
榊
誕
珊
砂
・
唾
転
流
鋸
い
ま
津
尹
認
斗
串
硯
秘
海
流
裁
耗

入
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
一
円
を
見
砿
り
、
他
の
才
入
に
つ

年
度
下
半
期
か
ら
四
十
二
年
度
い
て
も
出
来
得
る
か
ぎ
り
の
歳

に
か
け
、
よ
う
や
く
経
済
界
は
入
を
補
足
し
確
保
に
努
め
た
結

活
気
を
呈
し
、
成
長
の
テ
ン
ポ
果
、
歳
入
合
計
七
億
二
千
六
百

を
早
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

景
気
の
過
熱
は
抑
制
政
策
の
促
六
十
一
〈
万
六
千
と
な
り
、
三
六

㈹
三
％
の
増
加
に
な
り
ま
し
た

進
を
う
な
が
し
、
ま
た
、
世
界

以
下
こ
れ
ら
予
算
に
基
づ
く

経
済
は
ポ
ン
ド
引
き
下
げ
に
ょ

具
体
的
施
策
の
概
要
を
申
し
上

幽
越
皆
醸
壷
摩
溶
岬
娠
両
吋
塞
げ
ま
す
。
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主
ず
事
務
の
能
率
を
向
上
さ

せ
簡
素
化
を
図
る
た
め
の
事
務

改
善
事
業
は
着
女
と
そ
の
実
績

を
あ
げ
、
本
年
四
月
よ
り
伝
票

会
計
制
度
を
採
用
し
、
財
務
会

計
事
務
の
能
率
化
を
は
か
り
指

定
金
融
機
関
制
度
を
採
用
、
事

務
合
理
化
を
行
い
ま
し
た
。
財

産
管
理
面
で
は
市
有
林
の
植
林

下
草
刈
を
行
い
、
ま
た
現
庁
舎

の
増
築
を
計
画
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
と
能
率
向
上
に
資
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

市
民
会
館
建
設
費
に
六
千

百
七
十
五
万
五
千
円
を
計
上

市
民
待
望
の
市
民
会
舘
は
、

元
高
萩
税
務
署
跡
敷
地
を
払
下

げ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部

こ
と
Ｌ
は

こ
ん
な
事
業
を

３
階
建
会
舘
を
計
画
、
公
民
館

的
な
施
設
を
加
味
し
た
二
ヵ
年

継
続
事
業
で
総
工
費
一
億
二
千

五
百
万
円
、
延
面
積
二
、
三
一

○
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
を
建

設
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
本

年
度
そ
の
建
設
費
と
し
て
六
千

百
七
十
五
万
五
千
円
を
計
上
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

衞
生
組
合
へ
一
千
五
百
三
十

万
七
千
円
を
繰
出
し
、
環
境

衞
生
面
の
充
実
へ

高
萩
市
、
十
王
町
衛
生
組
合

へ
一
千
五
百
三
十
万
七
千
円
を

繰
出
し
、
し
尿
処
理
・
コ
ミ
収
集

事
業
、
伝
染
病
治
療
関
係
の
業

務
を
円
滑
に
行
い
た
い
。
な
お

と
場
組
合
に
百
五
十
二
万
六
千
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円
を
繰
出
し
、
事
業
開
始
ま
で

特
別
会
計
に
計
上
し
、
運
営
を

続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

高
萩
霊
園
建
設
に
つ
い
て
も

二
百
三
十
五
区
画
の
墓
地
を
建

設
し
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

秋
山
保
育
所
を
開
設

民
生
微
に
つ
い
て
は
、
生
活

扶
助
我
が
大
部
分
で
前
年
度
よ

り
十
三
％
引
上
げ
ら
れ
物
価
上

昇
に
対
処
し
た
の
で
あ
り
ま
す

保
育
所
事
業
は
本
年
度
新
た
に

秋
山
保
育
所
を
開
設
し
、
私
立

二
か
所
も
あ
わ
せ
て
委
託
蛎
業

と
し
て
実
施
す
る
の
で
要
保
育

幼
児
の
入
所
事
情
が
多
い
に
緩

和
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

道
路
の
改
修
や
舗
装
工
事

を
促
進

土
木
事
業
は
、
失
業
対
策
事

業
計
画
と
と
も
に
、
昨
年
に
引

続
き
駅
東
地
区
の
測
溝
工
事
二

千
メ
ー
ト
ル
を
実
施
し
て
行
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。
叉
本
年
度

は
舗
装
工
事
に
も
手
を
伸
し
、

駅
束
広
場
、
松
岡
小
通
学
路
、

高
萩
小
通
学
路
、
高
萩
高
通
学

路
、
安
艮
川
、
島
名
線
、
都
巾

計
画
街
路
な
ど
を
実
施
し
、
市

民
の
便
宜
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
中
戸
川
地
区
に
常

傭
人
夫
一
名
を
岬
潰
し
、
道
路

補
修
に
も
力
を
入
れ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
橘
梁
補
修
工

事
も
三
橘
を
行
な
い
、
そ
の
他

和
野
線
、
中
戸
川
線
な
ど
を
改

修
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
本
年

度
も
二
十
戸
を
建
設
し
、
住
宅

不
足
の
緩
和
に
つ
と
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

国
、
県
事
業
に
つ
い
て
は
地

元
負
担
金
と
し
て
五
百
六
十
万

円
を
計
上
し
市
内
の
道
路
の
改

修
や
舗
装
工
事
を
促
進
し
、
防

潮
堤
の
促
進
な
ど
地
域
開
発
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

草
地
改
良
事
業
九
か
所
を

実
施
、
三
か
年
継
続
事
業

で
高
田
用
水
路
を
改
修

産
業
振
興
関
係
は
、
農
莱
後

継
者
対
策
災
と
し
て
五
十
一
万

三
千
円
を
計
上
し
、
労
仇
力
の

確
保
、
嫁
キ
キ
ン
の
解
消
に
力

を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

畜
産
振
興
対
硴
と
し
て
は
、

草
地
改
良
事
業
九
か
所
を
実
施

し
、
堅
石
牧
道
改
良
事
業
あ
あ

わ
せ
て
行
な
い
ま
す
。
叉
黒
牛

導
入
、
肥
育
牛
導
入
等
の
貨
付

余
の
利
子
補
給
と
し
て
畜
薩
振

興
に
役
立
た
し
め
、
山
間
地
帯

休
民
の
生
活
水
維
の
向
上
と
、

帝
肉
禰
要
の
供
給
源
と
し
て
の

役
剖
を
大
い
に
図
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
米
作
の

増
産
を
図
る
た
め
水
稲
集
団
栽

啼
の
計
呵
を
樹
立
し
股
地
の
改

良
に
は
特
に
力
を
注
ぎ
、
農
逝

水
路
の
改
修
計
画
を
樹
て
、
ま

ず
本
年
度
国
庫
補
助
を
受
け
高

田
用
水
路
の
改
修
を
三
か
年
継

続
事
業
で
実
施
す
べ
く
本
年
度

一
千
二
百
五
十
万
五
千
円
を
計

上
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
単
県

事
業
と
し
て
は
後
谷
外
８
か
所

を
予
算
化
し
た
の
で
あ
り
ま
す

“
年
度
よ
り
林
業
構
造
改
善
事

業
を
実
施
す
る
た
め
そ
の
計
画

策
定
も
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
各
種

事
業
に
助
成
し
、
商
工
業
振
興

を
助
成
し
て
行
き
た
い
と
考
え

ま
す
。高

萩
小
学
校
を
改
築
、
山

手
地
区
の
完
全
給
食
を
実

施文
教
関
係
に
お
い
て
は
、
高

萩
小
の
老
朽
校
舎
の
改
築
を
始

め
や
秋
山
中
、
君
田
中
に
そ
れ

ぞ
れ
技
術
室
の
新
設
を
計
町
し

施
設
の
充
実
を
図
り
、
山
手
地

区
児
童
堆
徒
の
完
全
給
食
を
巽

施
し
体
位
の
向
上
を
図
る
ゞ
へ
く

施
設
を
改
脾
し
必
要
な
機
械
器

旦
の
雅
術
を
図
つ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
児
逝
生
徒
の
体
位
の
向

上
と
と
も
に
机
、
腰
か
け
の
撚

術
を
始
め
、
学
習
環
境
の
弗
附

施政方fl･を説明する安村市長

後方は吉田議長

消
防
施
設
の
充
実
へ
前
進

貯
水
洲
一
か
所
、
消
火
朧
五

か
Ｗ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
一
台
の

鮴
入
を
計
阿
し
、
特
に
常
備
消

防
賂
の
内
容
充
実
を
計
る
た
め

無
線
機
を
新
た
に
購
入
し
て
災

害
現
場
と
本
州
と
の
連
絡
を
精

に
し
て
指
揮
統
一
を
計
り
た
い

考
え
で
す
。

ダ
ム
建
設
負
担
金
四
百
六

十
六
万
三
千
円
を
計
上

水
道
事
難
関
係
に
田
の
予
算

が
九
千
四
百
万
円
計
上
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
対
応
し

た
事
業
計
画
を
い
た
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
即
ち
、
ダ
ム
建
設

負
担
金
に
四
百
六
十
六
万
三
千

百
を
計
上
し
、
事
業
と
し
て
浄

水
場
工
事
、
配
水
施
設
工
事
を

実
施
に
移
す
計
画
で
あ
り
ま
す

の
た
め
の
校
舎
の
修
理
を
行
な

い
、
教
育
内
容
充
実
の
た
め
に

各
繩
教
材
費
の
設
備
充
実
を
計

る
べ
く
予
算
化
を
い
た
し
ま
し

た
。

明
治
百
年
記
念
事
業
を
計
画

社
会
教
育
面
に
お
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
意
を
用
い
か

つ
文
化
協
会
の
助
成
金
を
増
額

し
、
明
治
百
年
記
念
事
業
を
行

わ
せ
る
等
計
画
い
た
し
ま
し
た

青
少
年
問
題
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
し
た
不
良
化
防
止

に
意
を
用
い
、
市
史
編
さ
ん
に

つ
い
て
は
前
年
同
様
五
十
万
円

を
計
上
し
、
継
統
実
施
中
の
市

史
細
さ
ん
の
完
成
を
計
る
考
え

で
オ
ン
。

鼠

永芽良

子算顔

／”械月
／す』すず／

出説

_,経入

漆
恭. -斗- 穀

才算／r]蕊諏
ｵ鰄必
％'蕊勉較

，7,″今／鐙周
'罫免z〃 7Q〃／

今／鐘月
7Q〃/

蕊|虚蕊|礁琴 穀
一
般
会
計
予
算
一
覧
表

／ヲ』”

葡
泳
稼
竺
街

鐡
墾
侭

盆
紡
一
正

PZメ ノ

)〕‘.〃

J7/"

ダメ／

~Zg
-7丁Z

/さノーブクヶ

〃 ノ

46クグム姥クタど幽艇玄質

j埼卿償
』童雄水産紫箇
7 紅一エー食
と土一末一貫
ノ殉 筋葡
′,承符 fi

髪鶚且＃
/3子偽質
x諾え’公金

点ま、令誹

l J7/” タグ/＃

j喫診』 ゴタ”

〆3．承7

癖
一
櫓 ツタo〃 泳

一
刎猫

“
よ
る夕
知
濯
一
抄
や
報

,0

ノコとする

ノどぷ7ケ

ラα09／
>／D7
， フク‘〆

型
翌／7‘す7

J／す“

夜.｡77／

逵
舎
へ
》
を
）
↓
〆

竺
ク
ｊ
ラ

。フケゴ.7す ”す37

歩”o ′／7

0 夕"77

クダ6ぶろ すガ／3．7

”
〃
刀

７
３
ゲ

ノ
ク
タ公

／ｸｸ 0／”幻享

－496－

f緋偲

「対
h

'Z楽．C



(3） ぎ報市 た か は 昭和43年4月25日発行

花
貫
川
総
合
開
発
計
画
に
基

き
、
調
査
中
の
花
貫
ダ
ム
が
着

工
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
先
月
号

の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
こ
の
工
事
に
並
行
し
て
水

道
事
業
の
建
設
工
事
に
着
手
す

る
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
水
道

課
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
事
業
は
ご
承
知
の
よ
う

に
、
ダ
ム
及
び
河
川
水
を
取
り

入
れ
て
、
浄
化
滅
菌
し
て
、
各

家
庭
に
給
水
す
る
事
業
で
、
都

市
化
さ
れ
た
社
会
生
活
に
は
、

絶
体
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。

近
時
、
家
庭
給
水
施
設
や
水

利
用
電
気
製
品
の
普
及
か
ら
排

水
量
が
墹
大
し
、
又
海
水
等
に

よ
り
地
下
水
の
汚
染
が
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。

昨
年
八
月
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
、
地
下
水
二
三
八
件

の
抽
出
被
査
を
行
い
ま
し
た
が

そ
の
う
ち
飲
料
不
適
と
断
定
さ

れ
た
の
が
一
四
○
件
の
多
く
に

達
し
、
五
九
％
の
高
率
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
市
街
地
地
区
に
つ
い

て
見
ま
す
と
本
町
四
丁
目
、
春

日
町
二
丁
目
、
高
浜
町
二
丁
目

＝＝呂高萩中屋内運動場が完成＝＝

昨年9月から始められた屋体建設は写真のようなすばらし

い建物がこの程完成しました．総工事費備品等に約3.000

万円が投入されました。

蕊
八
○
％
の
地
区
が
飲
料
不
適
と
一

い
う
結
果
が
で
て
お
り
ま
す
。
一

勿
論
こ
れ
は
抽
出
検
査
の
結
果
一

か
ら
割
り
出
し
た
も
の
で
、
そ
一

の
地
域
内
の
各
家
庭
全
部
が
不
一

適
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
一

が
、
年
々
汚
染
区
域
が
増
し
て
一

い
る
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
早
一

く
清
浄
な
水
を
御
利
用
い
た
だ
一

け
る
よ
う
、
昭
和
四
六
年
秋
の
一

一
部
給
水
を
目
途
と
し
で
準
備
一

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一

今
後
新
改
築
等
で
家
庭
用
ポ
ー

ン
プ
を
設
置
さ
れ
る
と
き
は
、
一

水
道
利
用
の
場
合
も
考
慮
さ
れ
一

て
耐
圧
配
管
工
事
を
さ
れ
る
よ
一

う
お
奨
め
し
ま
す
。

そ
の
他
水
道
に
つ
い
て
の
問
一

合
せ
は
水
道
課
（
電
話
一
三
五
一

○
内
線
三
○
番
）
へ
ご
連
絡
下
一

吟
ぐ
い
③皆

さ
ん
か
ら
お
役
所
仕
事
等

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
便
利
な
よ
う
に

一
正
し
く
」
「
早
く
」
「
楽
に
」

し
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
研
究
し

た
結
果
四
月
一
日
よ
り
金
銭
の

受
取
、
支
払
方
法
が
次
の
よ
う

に
変
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の

金
銭
の
受
取
り

支
払
い
方
法
が
変
り
ま
し
た

に
轌
嶬
垂
凋
融
諦
癖
罐
産
銅
嘩
職
紳
酔
認
蠣
噛
号
岬
州
鉢
細
繕
一
鋤
搾
睡
窪
葬
罫
評

機
関
と
し
て
、
株
式
会
社
常
陽
関
を
指
定
し
ま
し
た
。
↓
↑
》
今
云
へ

銀
行
を
指
定
す
る
こ
と
に
決
定
○
茨
城
相
互
銀
行
》
，

い
た
し
ま
し
た
．
○
水
戸
信
用
金
庫
一

一ゞ
詐
欺
（
さ
ぎ
）
、
お
ど
し
、

こ
の
制
度
は
地
方
自
治
法
に
○
高
萩
市
農
業
協
同
組
合
一
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け

い
基
っ
て
金
融
機
関
を
、
く
～
；
；
３
１
市
民
の
皆
さ
ん
が
税
一
訴
え
た
が
検
察
官
が
そ
の
事
件

指
定
し
、
公
金
の
出
納
等
を
納
入
し
よ
う
と
す
》
を
裁
判
に
か
け
な
い
（
こ
れ
を

轌
騨
蕊
纈
職
融
用
る
と
き
は
、
市
役
所
の
茉
起
訴
処
分
と
い
い
重
す
）

窓
口
及
び
常
陽
銀
行
の
》
ど
う
も
お
か
し
い
納
得
が
で
き

関
に
取
扱
わ
せ
る
制
度
金
採
ほ
か
に
、
右
の
各
金
墜
な
い
．

具
体
的
に
申
し
ま
す
定
を
蝿
蕊
澱
鳳
廷
隆
餓
噸
蕊
妖
潔

で
す
。
琴

と
、
税
等
の
公
金
の
収
指
度
り
ま
し
た
の
で
、
今
童
鷺
あ
り
ま
せ
ん
か
、
そ
ん
な
と

で
よ
り
は
便
利
に
な
つ
》
き
「
検
察
審
査
会
」
に
相
談
し

入
に
つ
い
て
は
、
現
金
ら
Ⅲ
リ
｜
・

の
直
接
収
納
だ
け
に
頓
か
配
巾
た
わ
け
で
す
。
》
て
下
さ
い
。

な
お
市
役
所
の
窓
口
霊
械
察
審
査
会
は
選
挙
人
名
接

嬢
州
雛
講
熊
月
関
は
、
高
萩
市
指
定
金
融
毒
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十

証
券
に
よ
る
収
入
、
口
４
機
機
関
常
陽
銀
行
高
萩
茎
》
｜
人
の
民
問
代
表
（
雰
査
員
）

座
振
替
に
よ
る
収
入
等
店
の
市
役
所
派
出
所
と
一
一
で
な
り
た
ち
検
察
官
が
起
訴
す

の
途
を
開
き
、
支
出
に
ｆ
ｆ
ｊ
ｔ
ｉ
～
；
な
り
、
銀
行
員
が
毎
日
雪
べ
き
事
件
を
不
起
訴
に
し
た
場

つ
い
て
は
、
従
前
の
現
金
の
み
午
前
九
時
か
ら
午
后
三
時
ま
で
一
合
こ
れ
を
改
め
さ
せ
る
よ
う
に

に
よ
る
支
払
制
度
を
改
め
、
小
（
土
曜
日
は
正
午
迄
）
収
納
及
一
栞
，
る
の
が
主
な
仕
事
で
あ
り
ま

切
手
に
よ
る
支
出
、
口
座
振
替
ぴ
支
払
を
取
り
扱
う
こ
に
な
り
墨
す
。

に
よ
る
支
出
等
が
で
き
る
よ
う
ま
し
た
。
《
検
察
官
は
た
く
さ
ん
の
事
件

に
な
り
ま
し
た
。
１
Ｊ
ｔ
１
ノ
《
を
扱
う
う
ち
に
は
調
べ
が
十
分

ｉ
ｉ

な
お
収
納
事
務
の
一
部
を
取
》
で
な
か
っ
た
り
判
断
を
誤
る
場

呈
合
こ
れ
を
改
め
さ
せ
る
よ
う
に

幸
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
あ
り
ま

墨
す
。

《
検
察
官
は
た
く
さ
ん
の
事
件

《
を
扱
う
う
ち
に
は
調
べ
が
十
分

一
で
な
か
っ
た
り
判
断
を
誤
る
場

間
、
な
れ
な
い
た
め
ご
面
倒
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
下

さ
る
お
願
い
し
ま
す
。

１
、
市
役
所
か
ら
皆
さ
ん
に
、

支
佛
す
る
と
き
は
支
出
命
令
書

に
、
基
づ
き
支
払
明
細
書
を
そ

え
「
い
つ
」
「
ど
こ
え
」
「
何

を
」
納
品
し
た
代
金
か
明
細
を

記
入
し
た
伝
票
を
金
銭
と
一
緒

に
お
渡
し
ま
す
。

２
、
納
品
さ
れ
た
代
金
を
指
定

金
融
機
関
（
常
陽
銀
行
）
の
預

金
口
座
に
振
込
む
場
合
は
市
役

所
の
窓
口
に
お
出
で
に
な
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
現
金

で
受
取
る
と
き
は
今
ま
ど
と
同

じ
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
総

務
課
、
又
は
出
納
室
で
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

《
合
も
絶
対
に
な
い
と
は
い
え
な

一
い
の
で
す
。

皇
そ
の
た
め
に
こ
う
し
た
制
度

》
が
あ
る
わ
け
で
す
。

一
審
査
申
立
に
は
一
切
費
用
は

》
か
か
り
お
せ
ん
。
電
話
や
手
紙

》
で
も
よ
い
の
で
す
か
ら
気
軽
に

一
相
談
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

》
連
絡
先
は

》
水
戸
市
北
見
町
水
戸
地
方

》
裁
判
所
構
内

水
戸
審
査
会
事
務
局

一
一

電
話
水
戸
・
一
理
ｇ
二
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市
に
お
い
て
は
、
こ
の
た
び

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防

止
の
た
め
関
係
機
関
、
団
体
及

び
民
間
有
志
が
参
加
し
て
少
年

の
非
行
防
止
活
動
を
よ
り
効
果

的
に
実
践
す
る
た
め
の
合
同
拠

点
と
し
て
高
萩
市
青
少
年
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
は
①

街
頭
補
導
②
相
談
③
被
害
調
査

④
専
問
機
関
へ
の
通
告
⑤
学
校

職
場
に
対
す
る
連
絡
⑥
情
報
資

料
の
整
備
等
の
活
動
が
含
ま
れ

ま
す
。

次
の
五
○
名
の
か
た
が
青
少

年
相
談
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
青
少
年
問
題
か

発
生
し
ま
し
た
ら
地
域
の
相
談

員
か
叉
は
セ
ン
タ
ー
（
市
教
育

委
員
会
）
へ
ご
連
綿
下
さ
い
。

青
少
年
相
談
委
員
は

○
柴
田
香
（
台
高
萩
、
駒
木

原
）
○
柴
田
智
男
（
本
町
南
区

○
征
矢
勉
（
本
町
北
区
）
○
北

村
勇
太
郎
（
大
和
町
一
、
二
丁

目
）
○
蛭
田
通
（
大
和
川
三
丁

目
）
○
福
田
威
（
春
日
町
）
○

鈴
木
義
晴
（
安
良
川
東
部
）
○

宇
佐
美
忠
（
安
良
川
西
部
）
○

鈴
木
保
範
（
石
滝
）
○
斉
藤
隆

（
高
萩
炭
砿
）
○
宮
田
重
則

（
北
方
秋
山
牛
上
）
○
坂
本
富

哉
（
秋
山
下
、
秋
山
炭
砿
）
○

大
高
通
幹
（
島
名
中
下
）
○
根

本
昇
（
島
名
上
竹
内
坂
佐
久
保

○
平
山
俊
郎
（
向
洋
）
○
鈴
木

青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
設
置

相
談
員
五
十
名
を
委
嘱

朝
夫
（
東
本
町
肥
前
町
）
○
須

田
勝
好
（
有
明
町
一
、
三
丁
目

○
仲
翻
卓
（
商
浜
町
一
、
二
丁

目
、
有
明
町
二
丁
目
）
○
谷
地

功
一
（
高
浜
町
三
丁
目
○
青
川

正
（
高
戸
、
石
河
脈
）
○
根
本
千

代
（
上
手
綱
南
組
）
○
矢
吹
伸
行

（
上
手
綱
北
組
○
神
代
平
（
上

手
綱
下
組
）
Ｏ
篠
叩
新
一
郎

（
下
手
纈
上
宿
）
○
小
野
正
道

（
赤
浜
）
○
鈴
木
広
美
（
上
剰

田
）
○
松
本
基
（
下
君
田
、

若
栗
、
○
鈴
木
義
一
（
横
川
）

○
佐
川
好
男
（
大
能
）
○
菊
地

茂
明
（
中
戸
川
）
○
神
長
啓

（
高
萩
小
学
区
）
○
大
内
卉
代

司
（
秋
山
小
学
区
）
○
沼
田
雨

美
男
（
松
岡
小
学
区
○
樫
村
実

（
東
小
学
区
○
大
越
清
司
（
ｔ

君
田
小
学
区
）
○
北
村
英
次
郎

農
業
雇
賃
金
の
標
準
額
が

次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る

農
業
労
仇
力
の
不
足
の
現
田
植
七
百
五
十
円

状
に
対
処
し
、
か
つ
健
余
な
水
田
作
業
七
百
円

雇
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
畑
作
業
六
百
円

市
に
お
い
て
農
業
雇
賃
金
の
２
、
機
械
力
賃
余
標
準
額
恥

標
準
額
を
設
定
し
、
円
滑
な
水
田
耕
起
一
千
八
百
円

運
営
を
行
う
た
め
、
娼
年
３
代
か
き
一
千
四
百
円

月
妬
日
農
業
委
員
会
の
識
決
癖
槐
争
蛇
で
二
千
四
百
円

を
経
て
、
次
の
と
お
り
標
準
畑
耕
起
王
’
六
百
円

額
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
の
※
農
作
業
標
準
賃
金
は
、
い

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ず
れ
も
巽
労
仇
八
時
間
と
し

１
、
農
作
業
標
罐
賃
金
賄
付
と
す
る
。

戦
没
者
援
護
法
に
よ
り
一
昭

和
扣
年
４
月
１
日
制
定
さ
れ
た

特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
が
昭

和
媚
年
５
月
訓
日
を
も
っ
て
一

部
の
請
求
権
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
次
に
該
当
さ
れ
る
戦
没

者
の
泄
族
の
方
は
福
祉
事
務
所

社
会
係
へ
至
急
請
求
手
続
を
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
下
君
田
小
学
区
）
○
小
川
芳

正
（
横
川
小
学
区
）
○
根
本
茂

（
高
萩
中
学
区
○
藤
井
孝
（
秋

山
中
学
区
）
○
山
崎
孝
典
（
松

岡
中
学
区
）
○
鈴
木
勝
一
（
君

田
中
学
区
）
○
清
原
久
代
（
高

萩
高
）
○
飯
塚
蜻
美
（
高
萩
工

請
求
出
来
る
遺
族
の
範
囲

一
、
昭
和
旧
年
⑫
月
８
日
以
後

死
亡
し
た
軍
人
、
軍
属
の
遺

特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
を

お
早
く
願
い
ま
す

族
で
、
昭
和
杣
年
４
月
１
日

現
在
本
人
又
は
、
他
の
遺
族

が
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
料

等
を
受
給
し
て
い
な
い
次
に

述
・
へ
る
遺
族

①
昭
和
扣
年
４
月
１
日
ま
で
に

弔
慰
金
を
受
け
た
遺
族
。
た

だ
し
配
偶
者
の
場
合
は

㈹
姓
を
改
め
な
い
婚
姻
を
し
た

こ
と
に
よ
り
弔
慰
金
を
受
け

た
が
そ
の
当
時
、
子
、
父
‐

角
、
兄
弟
、
姉
妹
の
い
た

者
口
弔
慰
金
を
受
け
た
後
昭
和

佃
年
４
月
１
日
以
前
に
遺
族

以
外
の
者
と
婚
姻
し
た
者
を

除
く

②
昭
和
柏
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
弔
慰
金
を
受
け
た
遣
族

が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
戦

没
者
に
子
が
あ
る
時
は
そ
の

子
供

⑨
昭
和
佃
年
４
月
１
日
に
お
い

て
弔
慰
金
を
受
け
た
遺
族
が

死
亡
し
て
い
る
場
合
に
戦
没

者
に
子
が
な
い
時
は
、
父
母

、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉

妹
の
順
序
た
る
先
順
位
者
、

た
だ
し
戦
没
者
の
死
亡
当
時

戦
没
者
＃
生
計
の
あ
っ
た
者

に
限
り
ま
す
。

高
）
※
カ
ッ
コ
内
は
担
当
区
域

を
表
し
ま
す
。

全
域
担
当
者

細
金
次
男
、
高
野
忠
信
、
神

長
啓
二
、
矢
代
正
史
、
作
山
南

雄
、
時
崎
行
男
、
矢
代
利
男

「
上
手
な
買
物
運
動
」
を
促
で
行
く
よ
う
に
し
ま
Ｌ
よ
う
。

進
次
の
よ
う
な
「
買
い
物
十
か
９
。
規
格
品
の
ラ
ベ
ル
の
あ
る

条
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
川
物
羅
誕
函
蓋
越
嘩
笥
沁
宣
伝

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

す
。

大
量
生
廉
、
大
量
販
売

が
ひ
き
お
こ
す
販
売
蹴
走

は
、
実
質
的
に
は
内
容
に

変
り
が
な
い
に
も
か
ふ
わ

ら
ず
目
先
を
か
え
て
た
Ｎ

唯
売
欲
を
そ
そ
ろ
う
と
し

て
、
ゆ
き
す
ぎ
た
虚
偽
、

誇
大
な
表
示
、
広
告
、
は

て
は
観
光
地
に
よ
く
翠
ら

れ
る
上
げ
底
、
纐
緑
、
過

大
包
装
な
ど
の
量
目
不
足

な
ど
消
費
者
の
目
を
ま
ど

わ
し
ま
す
。

現
代
は
ま
さ
に
大
衆
消
費
の

時
代
と
い
わ
れ
、
新
し
い
消
菩

財
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
わ
た
し
た
ち

の
生
活
に
送
り
こ
ま
れ
て
き
素

人
権
相
談
所
を
開
設

金
銭
貸
借
、
借
地
、
境
界
、

挫
地
問
題
、
相
統
、
扶
推
、
結

婚
、
そ
の
他
、
人
権
に
関
す
る

問
題
、
等
す
ゞ
へ
て
に
お
い
て
人

権
を
侵
害
あ
れ
て
お
困
り
の
方

は
、
ご
相
談
に
お
出
で
下
さ
い

。
人
惟
擁
護
委
員
、
法
務
肘
の

専
問
の
方
が
ご
州
談
に
応
じ
て

く
ホ
す
す
。
秘
密
は
絶
対
に
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
で
下

さ
い
。と

き
５
月
７
日
（
火
）

年
前
十
時
よ
り

午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
耐
萩
市
役
所

篭
宮ら,＄ロ

＊
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1

日
赤
募
金
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

赤
十
字
が
一
年
に
一
回
、
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
「
日
赤
募
金
運
動
」

が
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま

す
。
当
市
の
目
標
額
四
十
八
万

円
達
成
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催
高
萩
市
人
権
擁
護

委
員
協
議
会

お
互
に
人
権
を
尊
重
し
明
る

い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

二

、
買
い
も
の
は
計
画
を
た
て

て
買
い
ま
し
ょ
う
。

、
商
品
の
品
質
、
価
格
、
有

効
性
を
よ
く
研
究
し
て
買
い

ま
し
ょ
う
。

３
、
品
質
、
価
格
が
正
し

く
表
示
し
て
あ
る
店
で

買
い
ま
し
ょ
う
。

４
、
食
料
品
は
、
時
期
を

選
ん
で
買
い
ま
し
ょ
う

５
、
正
し
い
量
目
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

６
、
美
し
い
包
装
に
ま
ど

わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

７
、
現
今
買
い
を
す
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

８
、
買
い
も
の
は
、
一
人

I
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